
令和７年度　第1回瑞浪市廃棄物減量等推進審議会　会議録


■日時：令和７年１０月２３日（木）　午後３時００分　開会
午後４時００分　閉会
■場所：西分庁舎２階　入札室
■日程
１　委嘱状交付
２　市長あいさつ
３　委員自己紹介
４　会長及び職務代理者の選出
５　会長あいさつ
６　議事
（１）　瑞浪市不燃物最終処分場の運営について　・・・・・・資料１
（２）　ごみ処理基本計画の進捗状況について　　・・・・・・資料２
７　その他

■出席者
成瀬　篤　委員（会長）　　加藤　栄子　委員　　岡田　恵子　委員
松崎　英之　委員　　岸本　卓也　委員　　大島　貴文　委員　　渡邉　ミズカ　委員
瑞浪市長　水野　光二

■欠席者
酒井　寛斗　委員　　安藤　香織　委員

■事務局
鈴木　創造（理事兼経済部長）　　　　　森本　英樹（経済部次長兼環境課長）
三浦正二郎（クリーンセンター所長）　　青山　哲也（環境課長補佐兼廃棄物対策係長）
大山　将平（環境課主査）

○瑞浪市から各委員に対し委嘱状の交付。その後、市長あいさつ。
○事務局は、瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２条第５項の規定による会議の成立を宣言。
○成瀬委員を会長に選任。成瀬会長あいさつ。また、成瀬会長より加藤委員を職務代理者に指定。

議事
（１）　瑞浪市不燃物最終処分場の運営について
【委員】
　民間事業者を活用した外部委託というのは、どういったことか。瑞浪市以外の場所に持って行って埋め立てる、ということか。

【事務局】
　一般廃棄物については一般廃棄物処理事業者に委託し、外部の最終処分場に埋め立てる。瑞浪市外で処分することで、瑞浪市の不燃物最終処分場で埋め立てる量を減らすということを検討している。例えば、最終処分場に持ち込まれた廃棄物からリサイクル可能な有価物を取り出し、埋め立てる必要がある廃棄物が仮に1,000トンとして、そのうち500トンを外部委託により市外の処分場で処分してもらう、ということを検討している。

【委員】
　民間事業者を利用するとなると、廃棄物の処分料も多額となると推察される。それに伴って処分費、市民の負担が上がるということか。

【事務局】
　その通りである。ただし、現時点では不燃物最終処分場を再築した場合の費用等も含めて費用を検討することが重要になると考える。よって、来年度から委託に着手してみて全体的な費用がどれくらいとなるか、試験的に取り組んでいきたい。また、市民に対し、市が市外に不燃物処理を委託するという、今までにない取り組みを行うことを説明したうえで、不燃物を出す、という行為自体の見直しを啓発していきたいと考えている。

【委員】
　委託先はどこになるのか。もし具体的な検討があるのなら、例として挙げてほしい。

【事務局】
　現在検討しているのは、三重県の処分場である。他社と比較すると一番安価であることが理由であり、予算額を計上するよう進めている。それで予算が認められれば、契約行為に移ることとなる。そうすれば、予算額分までは委託による廃棄物の処分が可能となるため、委託処分量を現在の不燃物の排出量の１/２で算定しているところ。来年度の廃棄物の排出量が現在よりも減るのであれば、より多くの割合での委託処分が可能となる。逆に、来年度の廃棄物の排出量が現在よりも増えるのであれば、例えば、２/５くらいしか委託処分ができない、ということもありうる。

【委員】
　外部委託については、新しい処分場の建設も検討し、比較するということでよいか。

【事務局】
　新しい処分場の建設については数年前から想定している。１、２年でできるものではなく、候補地の選定や土地所有者・地域の住民との合意形成。また、費用的な検討等、様々な要素が絡んでくる。これらのプロセスを遂行するだけで数年かかる。ここからさらに、建設するのに１０年といった期間が必要となる。現在、最終処分場の容量の１/２を超えた段階で、外部委託による延命化と並行して、次の処分場の建設も視野に入れて進めていく段階にきていると判断している。
　もう一点、外部委託を行う理由として、能登半島地震のような突然の災害が起こった場合、発生する災害廃棄物の処分をしなくてはならない。本市において、発生する災害廃棄物の推定量について、国が南海トラフ地震での想定を見直しており、岐阜県も見直しをした。これらを踏まえると、現在の処分場ですべての災害廃棄物を引き受けることは不可能であることから、市民公園等、市有の広場を仮置場として確保しつつ、災害の影響のない外部の処分場に協力を依頼して、処分をしていかなくてはならない。東北大震災では、近隣の処分場の協力を受けたとしても、処分をするまでに１０年近くかかった。そうなると広場が同じ期間使用できないということになる。そのため、中山間地の瑞浪市においてどのような状況になるのか、ということも含めて、次の処分場を検討していくタイミングであると考えている。また、現時点での処分場の延命化は必須事項であると考える。

（２）　ごみ処理基本計画の進捗状況について
【委員】
　瑞浪市では今まで雑がみの回収はやっていなかったのか。

【事務局】
　雑がみは、資源として回収している。しかしながら、雑がみが資源になる、という認知度が低いと考えている。毎年のごみ質調査でも、やはり紙の混入率が高い結果となっている。区分としては紙・布類となるが、令和５年度の分析実績では、紙・布類が全体の42.2%と４割を超えている。この紙が資源として分別されれば、ごみの排出量が減り、併せてリサイクル率も向上するものと考えている。

【委員】
　瑞浪市在住の市民は、雑がみを分別して出す、という努力は行っているのか。

【委員】
　一般の事業者が社会貢献として設置している回収場所では、段ボールの箱の中に、お菓子やカレールーの箱といった厚紙や包装紙を詰めて、持って行けば引き取ってもらえる。人手がない中、社会貢献として一般の事業者が、回収をしてくれていることは感謝しなくてはならないと思う。対して、地元の隣保班で管理している集積場に出すと、あの人は、変なものを出してきた、と、後ろ指をさされるかもしれないため、非常に神経を使う。

【委員】
　会社や行政ではペーパーレス化されつつも、完全に移行されたわけではない。こういったところで排出された紙は、リサイクルに回されると聞いたことがある。家庭でいえば、新聞や段ボールは対応できるが、細かい紙ごみなどは、どうしても普通のごみに混ざってしまうこともある。そのあたりは、どのように対応してみえるか。

【委員】
　私の場合は、新聞紙のストッカーの横に雑がみ用の袋を設置し、そちらに捨てるようにしている。これらの紙ごみは、地域の資源回収に出すようにしている。よっぽど汚れた紙ごみでなければ、資源として分別している。こういった認識が市民に浸透していない、という印象を受ける。また、雑がみでも表面にビニールがコーティングされているものだとかは、どうすればいいか迷ったり、わからなかったりすることもあるが、我が家ではほとんどの雑がみは資源として出している。

【委員】
　私は、名古屋市民である。前市長の時は、ごみのリサイクルにすごく力を入れていたので、そのころを知っている私は、リサイクルが当然のようになっており、雑がみなども分別している。しかしながら、市長が変わった今ではリサイクルについて、あまり話題に上ることもなくなり、若い人の認識として、リサイクルの意識が薄れてきている印象を受ける。やはり色々な啓発をすれば、市民も真面目に分別に取り組んでくれる。小さいことであっても、何千人、何万人の人が取り組めば、結果として効果が出るものと考える。

【委員】
　私の地域では、集積場がすごく神経細やかに管理されている。例えばティッシュの箱にはビニールがついているが、それを取り外さないと資源として活用できない。しかしながら、リサイクルについて細かいことを言いすぎると、集積場の管理が成り立たなくなる。また、今の世代は皆忙しく、分別に取り掛かるような余裕もない。そのため、私のような高齢者が、一家に一人必要なのだ、と考えながら前任期中、審議会に参加させていただいた。そのなかで、ごみ処理はすごく大事な課題であり、これからの未来を左右するということを勉強させてもらった。このことを皆に伝えていきたい。特に小さな子どもたちに伝えていかなくてはならない。

【委員】
　今の子どもたちはＳＤＧｓのような視点を習っており、小さな時からリサイクルへの取り組みを啓発することは、効果的ではないだろうか。

【委員】
　本市では、小学校４年生を対象としてクリーンセンターの社会見学を行っているが、そこで習ったことを子どもたちが親に対して伝えることで、親世代への啓発につながるのではないか。ただし、その前に親が、リサイクルに向けての姿勢を子どもたちに示す必要もある。

【事務局】
　資源ごみ、今では単に、資源、と呼ぶが、これの回収はクリーンセンターの職員にて行っている。市内１８地区に分けて月１回、各地区を回るようにしている。箇所としては約４２０箇所の資源収集場所が存在する。先ほど委員の話でも出たが、市内の小学校の４年生全員を対象に、クリーンセンターと不燃物最終処分場の見学に来てもらっている。時間としては１時間から１時間半くらい。その中で、ごみはこうやって処分されている、だとか、雑がみをちゃんと分別して出せば、資源として再利用できるし、ごみの量も減る、といったように、子どもたちに説明させてもらっている。併せて、今日の見学の話は、帰ったら親に話してもらうようお願いもしている。加えて、瑞浪市では、「さんあ～る」という資源・ごみ分別アプリを無料で配布している。そのチラシを配って、保護者の方にインストールしてもらうようお願いもしている。また、「家庭ごみの分け方・出し方便利帳」という、ごみの分別について詳しく書かれた冊子を、毎年、市内全戸に配布しており、出し方に変更があれば、この冊子をもって周知させてもらっている。まだ普及が足りない、というような言葉をいただくこともあるが、これらの方法による周知・啓発を今後も継続していきたい。

【委員】
　廃棄物の運搬に携わっているが、その立場から言えば、市民が出される生活系のごみについては、しっかり分別されていてリサイクルされており、リサイクル率は上がっていると思う。今、事務局の説明にあったごみの分別やリサイクルについては、事業系ごみも含めて、ということだと思うが、リサイクル率を下げている要因としては、事業系ごみの分別がうまくできてない点が大きいのではないか。実際、ユーザーさんのごみを回収するにあたって、費用をいただいてごみを回収し、クリーンセンターに持ち込む、といった事業をやらせていただいている。そういった事業系の可燃ごみの中に、例えばキャラメルやティッシュの箱といった資源が混ざっていても、我々はそれを分別してくださいとは言えない。これは、事業系の可燃ごみをしっかり分別したとしても、今度は、回収の方法が難しくなるためである。弊社では一般的に、燃えるゴミと缶・ビン、それ以外の段ボールやコピー用紙、新聞等リサイクル可能な雑がみといったものを回収させてもらっているが、回収車両には一種類のごみしか載せられない。可燃物であれば可燃物のみ。段ボールを回収するのであれば、段ボールだけしか載せられない。リサイクルできるといっても、段ボールと一緒に雑がみをクリーンセンターに持って行くということができない。そのため、事業系ごみをしっかり分別したとしても、今度は、段ボールを回収する車両に加え、雑がみを回収する車両が、もう一つ必要となる。さらに、車両は当然のこと、人員も追加で必要となる。そのため、費用的な面を見ると、分別の厳密化は、ユーザーさんに対して良い提案にはならない。お金をいただいて回収させてもらっている事業、という観点で言わせてもらうと、ユーザーさんに対して、そこまで負担をお願いしたくはない。極力費用は抑えて回収しなくてはならない、といったところで言えば、ユーザー側もリサイクルの必要性は承知している中で、運搬する業者が、ユーザーさんにリサイクルを強く求めるわけにはいかないという点も、リサイクル率を下げている一つの要因となっていると思う。リサイクルを100％やっていこうと思うと、現状ではなかなか、良い回答が出ないのではないか。瑞浪市で使っている車両と同じように回収するにしても、ユーザーさんに対して、増える車両や人員の費用が追加で必要となるような提案は難しい。

【委員】
　新聞紙とキャラメルの箱っていうのは、原料にするときには別のものになるのか。

【事務局】
　別のものとなる。

【委員】
　そういったことも含めて啓発に努めてほしい。

【委員】
　あまり厳しく分別を求めることで、生産性だとか、世の中の経済的な動きを鈍らせてしまうことは、本末転倒であると思う。単純にリサイクルを厳密化すればよいという話ではなく、回収費用との釣り合いも大事な検討事項である、ということがよく分かった。ただそれでも、雑がみは資源であるということを啓発し、分別回収の徹底を行った方がよいのではないかと、改めて思った。

その他
○第２回瑞浪市廃棄物減量等推進審議会について
第２回の審議会は令和８年２月頃を予定している。詳細については改めて案内させていただく。

○鈴木理事兼経済部長よりお礼の挨拶
以上
2

